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光陰矢のごとし 

                        校長 福倉 泰一郎  

梅の木の白や紅の花の色が春の訪れを感じさせる

ようになってきました。東郷藤川天神の臥龍梅（国

指定の天然記念物）また，近くにある久留須梅（市

指定文化財）も花が咲き揃ってきていました。 

各教室からは，卒業式で歌う曲の歌声も聞こえて

くるようになり，学校の一年もいよいよ最終章だな

と感じるこの頃になってまいりました。 

希望に胸躍らせるこの時期，いちき串木野市で起こってしまった小学

生を巻き込んだ交通事故に心を痛めました。幸いにも校区内ではこの一

年間も皆様方が見守っていただいたおかげさまで子どもたちは，事故・

事件に会うことなく元気に過ごすことができ，感謝の気持ちでいっぱい

でございます。これからも子どもたちに確実な一旦停止を徹底させてい

きたいと思います。 

卒業の時期を迎え，卒業生の保護者の方々におかれましては，この６

年間という長い時間もあっという間だったと感じられているかもしれ

ません。ましてやこの１年間の早いこと「光陰矢のごとし」とはよく言

ったものだと思います。時間は永遠にあるように錯覚し「明日でいいや」

と考えることの危うさを感じるようになってきました。年齢によるもの

なのでしょうか・・・？ 

子どもの時間の使い方で土曜日の過ごし方を見直すという意味から

も土曜授業のことは以前からの懸案事項だったのですが，報道などでも

ご存じの通り，薩摩川内市でも２７年度は９月から毎月第２土曜日は授

業をすることになります。（６回）  このことだけに留まらず他の土

曜日や日曜日の時間の過ごし方，そしてかねての時間の使い方について

も見直す機会にしていかなければならないと思います。 

校区でも来年度に向け，放課後の子どもたちの時間の過ごし方という

ことで「子ども教室」の実施に向け，校区コミュニティ協議会で計画を

立案中です。また詳しく説明の場もあろうかと思いますので安心安全で

有意義な時間の過ごし方ということでご理解・ご協力のほど，よろしく

お願い致します。 

さて，間もなく小学校の教育課程を修了し，今年度は３名の子どもた

ちが卒業していきます。上村 晴君と迫 菜々子さんと山﨑 美優

さんです。最高学年として手本となり面倒見のいい

お兄さん，お姉さんとしてがんばっていました。校

区の皆様方も時間がとれましたら是非，卒業式へご

参加いただき門出を祝ってくださればと思います。 

 

 ２月３日（火）に校内持久走大会がありま

した。麦之浦川沿いの道を１年生から６年生

までの全児童がそれぞれの学年に応じ、600

ｍ～1500ｍのコースを走りました。幼稚園

児も300～500ｍを走りきりました。 

当日は寒波の影響でとても寒い１日になる

との予報でしたが、子どもたちの熱気のお陰

か好天で過ごしやすい日となりました。昨年

から２月実施になり練習期間が増え、子ども

たちは寒さに負けずに練習を頑張ってきまし

た。その成果を発揮しようと、それぞれに自

分の目標に向かってがんばりました。 

寒い中にも関わらず、多くのお父さんやお

母さん，おじいちゃん・おばあちゃんに応援

に来て頂きありがとうございました。そのお

陰で子どもたちは練習以上の走りができたよ

うです。寒い中の温かいご声援、本当にありがとうございました。 

２月３日（火）には、校内意見発表会も

行いました。平成中校区ではふるさと・コ

ミュニケーション科を中心に子供たちの表

現力・発表力の向上に向けて取り組んでき

ました。陽成小ではその発表の場としてこ

の意見発表会を毎年行っています。各学年

の発達段階に応じ、今年１年頑張ってきた

ことなどをそれぞれに発表しました。 

この意見発表会を中心に、毎学期の始・

終業式での発表、様々な集会活動での感想

の発表等、陽成小の子供たちは発表の機会

が他の学校より多いです。さらに事前に準

備ができる発表以外にも突然に感想を言う

機会も他校より多いと思います。子どもた

ちの様子を見ると戸惑いながらもそれをこ

なせるようになってきていると感じます。

きっと体験を積み重ね、常に発表の準備を

しながら聞く体制を身につけつつあるのでしょう。多くの保護者の皆さ

んにご参観いただきどうもありがとうございました。 

２月７日（土）には、市ライオンズクラブ

主催の「青少年健全育成意見発表大会」が開催

され、６年生の山﨑美優さんが学校の代表とし

て出場し、「楽しさを知った太鼓踊り」という

演題で発表しました。かなり緊張したようでし

たが、大勢の出場者、観客の前でも堂々とした

立派な発表をしてくれました。 

2月４日(水)には、陽成小学校の体験入学

があり、4月に入学する山口美樹さん、山田

愛菜さんが陽成小に来てくれました。校長先

生のお話を聞いた後は、お母さん方が説明を

受けている間、１・２年教室で１・２年生の

お兄さん・お姉さんと一緒に楽しく活動しま

した。 

はじめは緊張していた２人ですが、１・２

年生の楽しい演出や温かい声かけもあり、途

中からは満面の笑顔で活動していました。笑

顔で帰る２人を見て、１・２年の３人もとて

も嬉しそうでした。４月には全校児童が２人

の新入生の入学を楽しみに待っています。 

２月１９日（木）には、３・４年生が「半成人式」を行い、４年生

の半成人を祝いました。４年生が高学年への決意を発表したり保護者

への贈り物をしたりしました。また、子どもたちが工夫して作ったお

菓子も親子一緒に食べ、お父様・お母様方からは心温まるメッセージ

も頂き、親の愛に子どもたちは感動したようでした。終始笑顔にあふ

れたとてもすてきな半成人式でした。保護者の皆様には、お忙しい中

ご参加頂きありがとうございました。 

きっとこの「半成人式」を通して、子どもたちの心には、成人（将

来）への希望がふくらんだのではないでしょうか。これからも家庭・

地域・学校が一緒に

子供たちの成長の

様子を見守って参

りたいと思います。

どうぞよろしくお

願いします。 

体験入学（入学説明会） 

青 少 年 健 全 育 成 意 見 発 表 大 会 

半  成  人  式 



 

 

薩摩川内市では，学校運営の改善や地域・保護者に信頼される学校

づくり，地域の教育力の活性化を大きな目的として，学校関係者評価

委員会が各中学校区に設置され運営されています。私たちの平成中校

区でも，各校の校長先生が推薦し市教育委員会が委嘱した 15 名の

方々が，随時各校を訪問して授業や行事などを参観するなどして、そ

の状況を評価してくださっています。 

右に今年度の本校・園の評価について添付しましたので、どうぞご

覧ください。 

 

 

 

平 成 中 校 区 学 校 関 係 者 評 価 委 員 の 評 価 

３ 火 安全点検　漢字検定　卒業式練習

４ 水 学校保健委員会　学級ＰＴＡ

命を大切にする心を育む日　教育相談

育友会保護者会　貯金日　ＡＬＴ来校日

６ 金 お別れ遠足

９ 月 平成中校区あいさつデー

12 木 卒業式練習　育友会総会　平成中卒業式

13 金 移動図書（返却）　卒業式練習　クラブ見学

16 月 卒業式予行

17 火 全校給食（幼小）　卒業式練習

19 木 第５回高城中央幼稚園卒園式・修了式

20 金 卒業式練習　クラブ活動

21 土 春分の日

23 月 卒業式準備

24 火 第６８回卒業式

25 水 修了式　大掃除　職員会議

27 金 辞任式　平成中辞任式・ＰＴＡ送別会

28 土 育友会新旧役員会　校区送別会

３ 月 の 行 事 予 定

５ 木

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 0 Ａ 3
(6) Ｂ 5 Ｂ 11

Ｃ 1 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 3 Ａ 6
(6) Ｂ 3 Ｂ 8

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 2 Ａ 3
(6) Ｂ 4 Ｂ 11

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0

13

　英語教育の推進
について、小・中
学校の特質を活か
して充実が図られ
ている。

 ＡＬＴ、ＧＴとも協
力しながらコミュニ
ケーション能力の育
成を中核に取り組み
を進めている。

　小学校の特質を活
かした活動がよくな
されている。3.3 3.2

12

　薩摩川内元気
塾は、子どもた
ちに夢や元気を
与えてくれてい
る。

 人材・内容の選定に
は苦労しているが、
地域の方も楽しめる
物を企画している。

3.5 3.4

11

　小中一貫教育
は、積極的に実
践されている。

 時間・移動の関係で制約は
あるが、毎回活動が充実する
よう努めている。高学年の割
合が多いと感じる。低学年か
ら関われる部分があってもい
いと思う。

　6年目を迎えた小中
一貫教育。更なる充実
を目指して取り組んで
いただきたい。

2.8 3.2

番号事項 評価項目
学校教職員による自己評価(集約） 学校関係者評価委員による評価(集約)
評定(数値平均) 評定(数値平均)

陽成小学校 福倉　泰一郎　　　印

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 2 Ａ 8
(1) Ｂ 4 Ｂ 6

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 0 Ａ 2
(1) Ｂ 6 Ｂ 12

Ｃ 0 Ｃ 0

Ｄ 0 Ｄ 0

段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 6 Ａ 12
(2) Ｂ 0 Ｂ 2

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 4 Ａ 8
(2) Ｂ 2 Ｂ 6

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 2 Ａ 5
(3) Ｂ 4 Ｂ 9

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 3 Ａ 7
(4) Ｂ 3 Ｂ 7

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 1 Ａ 3
(5) Ｂ 5 Ｂ 10

Ｃ 0 Ｃ 1
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 4 Ａ 8
(5) Ｂ 2 Ｂ 5

Ｃ 0 Ｃ 1
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 0 Ａ 2
(7) Ｂ 6 Ｂ 12

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 4 Ａ 9
(7) Ｂ 2 Ｂ 5

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0

10

　保護者や地域
は学校の教育活
動に対して協
力・支援を行っ
ている。

　時間を調整しながら、で

きる時にとてもよく協力・

支援している。ほとんどの

保護者が忙しい中、都合を

付けて協力してくれるので

ありがたい。

　諸行事を通して、保
護者や地域の支援の姿
がよく見られる。3.7 3.6

9

　子どもたちの
学力や体力の実
態が保護者や地
域によく知らさ
れている。

　少人数のため、公表が難

しい面もあるが、保護者へ

は個人の学力・体力につい

て対策も合わせて、ＰＴＡ

や個人面談、連絡帳や学級

通信で伝えている。

3.0 3.1

8

　学校の施設・
設備は定期的に
安全維持管理の
ための点検等が
なされている。

　毎月全職員がローテー

ションを組んで点検を行

い、それを市教委に報告

し、自分たちでできるもの

については職員作業で行っ

ている。

２階廊下に柵がないが机
が置かれている。
低学年教室にはスライ
ダー黒板が必要。踏み台
では危ない。

3.7 3.5

7

　学校は常に整
理整頓、清掃さ
れ、花や緑にか
こまれている。

　みどりの日の設定や全校児童・職員での

校庭美化作業に取り組んでいる。日々が慌

ただしく計画的な整理整頓や緑化活動は難

しいが、職員作業や清掃活動の見直しで、

学校が綺麗になってきている。

　全体的によく整理整頓
がなされている。教室環
境が今ひとつという学級
がある。3.2 3.1

6

　教職員は、子
どもや保護者、
地域との望まし
い関係を築いて
いる。

　諸会合の出席率も高い。

できるだけ連絡を取り合

い、顔を合わせたら子ども

たちの頑張りを伝えるよう

努めている。

　まず教職員から関わ
りを持つことが大切。
望ましい関係が築かれ
ている。

3.5 3.5

5

　子どもたちの安
全（登下校時、自
然災害時）につい
て細心の注意をは
らっている。

危険箇所について、詩・警察署と現場を確

認し指導に活かしている。安全面を考え、

途中まで車で来る子もいるが、比較的近距

離で危険も少ない場合は、体や危険予知能

力の面からも徒歩通学して欲しい。3.3 3.4

4

　いじめや不登校
など生徒指導上の
課題解決に向けて
積極的に取り組ん
でいる。

心の教育推進委員会で、毎月子どもの状況

を全職員で確認し合っている。いじめに関

しては今のいとこ路心配はないが、登校に

関しては1学期心配するところがあった。こ

のまま不登校0を心がけたい。

　「学校は楽しい。」
という人間関係が基本
にある。更なる生徒指
導の充実を。

3.7 3.6

3

　子どもたち
は、楽しそうに
生き生きと学校
生活をおくって
いる。

　月ごとのアンケートです

べての子どもが楽しいと答

えている。毎日楽しく登校

し、忙しい行事も乗り越え

てたくましく生活してい

る。

　学校は楽しい所、こ
の感覚が一番だと思
う。

4.0 3.9

2

　望ましい子ども
の姿（知・徳・
体）に向かって数
値的目標を設定し
努力している。

　徳の領域では数値化しに

くいが、子どもの姿の変容

で確認するようにしてい

る。個々の実態を捉え、分

析まで行い，それらを指導

に活かしながら取り組んで

いる。

　難しい面もあるが、
それなりに工夫して欲
しい。

3.0 3.1

評定(数値平均) 評定(数値平均)

1

　校長の学校経
営方針等が保護
者や地域に伝
わっている。

　総会や評議員会、学校
便り等で伝えている。学
校便りや子どもたちの姿
を通して伝わっていると
思う。

　学校経営の方針や、
児童や地域への思いが
大変よく伝わってく
る。

3.3 3.6

学校名 校長名

番号 事項 評価項目
学校教職員による自己評価 学校関係者評価委員による評価(集約)

高城中央幼稚園 福倉　泰一郎　印　

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 3 Ａ 8
(1) Ｂ 2 Ｂ 6

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 0 Ａ 3
(1) Ｂ 5 Ｂ 11

Ｃ 0 Ｃ 0

Ｄ 0 Ｄ 0

段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 5 Ａ 13
(2) Ｂ 0 Ｂ 1

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 4 Ａ 6
(2) Ｂ 1 Ｂ 8

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 4 Ａ 6
(3) Ｂ 1 Ｂ 7

Ｃ 0 Ｃ 1
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 4 Ａ 8
(4) Ｂ 1 Ｂ 6

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 1 Ａ 1
(5) Ｂ 4 Ｂ 7

Ｃ 0 Ｃ 5
Ｄ 0 Ｄ 1
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 2 Ａ 5
(5) Ｂ 3 Ｂ 8

Ｃ 0 Ｃ 1
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 1 Ａ 1
(7) Ｂ 4 Ｂ 13

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 3 Ａ 6
(7) Ｂ 2 Ｂ 8

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0

3.6

3.2

3.9

3.4

3.4

3.6

2.6

3.3

3.1

3.4

　毎月の園便りありが
とうございます。園児
たちの様子が細かく伝
わってきます。

　行動目標が一番適切か
とお思います。園児の成
長を定期的に知らせて下
さい。

　園便りでその活動ぶりがよ

く見えます。

　保護者との連携をま
ず第一に。今後も細心
の注意を払って下さ
い。

　園庭の草刈りが不十
分。　　園庭の雑草につ
いてはそれなりの目的が
あってのことだったのだ
と、後で理解した。

　特に屋外の遊具につ
いては、きめ細かな点
検が必要だと思う。
ウッドデッキについて
補修が必要。
　行動目標を設定し、定
期的に知らせるという方
法は動でしょうか。

　園に対する積極的な
協力、支援の姿がよく
見られる。10

　保護者や地域
は学校の教育活
動に対して協
力・支援を行っ
ている。

　行事への参加など
積極的に協力してい
る。園外での活動へ
も協力的である。

3.6

9

　子どもたちの
学力や体力の実
態が保護者や地
域によく知らさ
れている。

　数値で表せないので、平

均などの情報は知らせてい

ないが、保護者に対して

個々の園児の状況は話をし

ている。
3.2

8

　学校の施設・
設備は定期的に
安全維持管理の
ための点検等が
なされている。

　毎月定期的に点検を行
い、市教委に報告してい
る。また園で修理できる
物は修理などもしてい
る。

3.4

7

　学校は常に整
理整頓、清掃さ
れ、花や緑にか
こまれている。

　緑化活動も積極的
に行っている。幼小
で連携しながら取り
組んでいる。

3.2

6

　教職員は、子
どもや保護者、
地域との望まし
い関係を築いて
いる。

　校区外の保護者との連
携・相談なども行ってい
る。地域行事にもできる
限り参加している。3.8

5

　子どもたちの安
全（登下校時、自
然災害時）につい
て細心の注意をは
らっている。

保護者とも連携（保
護者による送迎）
し、安全な通園を
行っている。

3.8

4

　いじめや不登校
など生徒指導上の
課題解決に向けて
積極的に取り組ん
でいる。

　常に園児たちの様子を
観察し、早期対応を心が
けている。保護者とのき
め細かな連携に努めてい
る。

3.8

3

　子どもたち
は、楽しそうに
生き生きと学校
生活をおくって
いる。

　少人数なので一人一人
によく心を配り、園児た
ちは毎日元気に登園し、
楽しく園生活を送ってい
る。

4.0

2

　望ましい子ども
の姿（知・徳・
体）に向かって数
値的目標を設定し
努力している。

　園児への数値目標
は難しいので、行動
目標を示している。

3.0

評定(数値平均) 評定(数値平均)

1

　校長の学校経
営方針等が保護
者や地域に伝
わっている。

　保護者会などで方針の説

明、ＰＴＡなどで途中の状

況等を話している。毎月園

便りを地域の全戸に配布し

ている。
3.6

学校名 園長名

番号 事項 評価項目
学校教職員による自己評価 学校関係者評価委員による評価(集約)


